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metrybreakdown を導入して構成されている Weinberg-Salom の理論 (弱い相互作用と
電磁相互作用の統一理論 )の成功は,こうした考え方を勇気づけるものであるb現在の
素粒子法則は現在の宇宙の状態に dependしてあるのであるn
gの CPviolation (直接見つかっているのは CPviolationであり, CPTinvariance
を前提 とすればこれは Tviolationがおこっている )の機構についてspontaneoussymmet-
rybreakdownによる理論もあったが,その後の研究によるとむしろ粒子の種類が多い(
quarkの flavourや Higgsbosonの数など )とあらわれてくることが指摘されているn
cpviolationは明 らかにある種類の粒子と反粒子との間に差をっけている｡ しかし,全
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東北大 高 木 正 博
エントロピー,情報及び Maxwelの魔物について, Brilouinの議論を批判し, (物
理的 )ェントロピーと(情報理論的または知的 )情報の間の関係は簡単には議論できな
いことを示すnまた彼の ｢一般化された熱力学の第二法則｣について も批判するn
ェン トロピーと情報の間の関係は整理すると次の様になり,かつそれに限ると思われ
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